
 　巻頭言　 

福祉機器開発の真髄？ 飯島　　浩  93（ 2）
インプットとアウトプットの間
　　 海老原　覚  183（ 3）
リハビリテーションマインドを持っ
　た医師の育成 下堂薗　恵  287（ 4）
50年のあゆみと新たなる可能性への
　挑戦 内山　　靖  399（ 5）
日本文化と作業療法 林　　正春  503（ 6）
平成 27年度介護報酬改定の意義
　　 岡本　隆嗣  599（ 7）
医療従事者のコミュニケーション
　能力 中西　貴江  693（ 8）
20年後の未来を想像して 武原　　格  801（ 9）
医療倫理と診療ガイドライン 村岡　香織  903（10）
リハビリ室から始める障害者雇用
　支援の輪 上出　杏里  995（11）
障がい者のリハビリテーションとしての
　スポーツを考える 青木隆明  1091（12）

 　特　集　 

●新生児リハビリテーション―NICUからの取り組み
現状と課題 濱　　郁子 ・
 伊藤　裕司・橋本　圭司  7（ 1）
NICUの現状 小林　正久  13（ 1）
看護の実際 阿部知佳子  19（ 1）
家族ケア 福岡　由理  25（ 1）
NICU出身の子供たちのフォロー
　アップについて 笛木　　昇  31（ 1）
●誤嚥性肺炎の呼吸・嚥下リハビリテーション
高齢者の肺炎の実態と内科的治療
　　 寺本　信嗣・吉田　和史  95（ 2）
誤嚥性肺炎に対する呼吸リハビリテー
　ション 佐野　裕子・植木　　純  99（ 2）
誤嚥性肺炎後の嚥下評価とリハビリ
　テーション 北條　京子・藤島　一郎  105（ 2）
急性期からのオーラルマネジメント

　（口腔ケア）―嚥下における咬合の
　重要性も含めて
　　 岸本　裕充・山村　倫世  115（ 2）
重症嚥下障害者の栄養管理 飯島　　節  121（ 2）
●脳卒中リハビリテーションのエビデンス
急性期のシステム 高橋　秀寿  185（ 3）
回復期・生活期（維持期）のシステム
　　 梅津　祐一  193（ 3）
ADL 川口　杏夢・道免　和久  199（ 3）
歩行 長谷　公隆  207（ 3）
コミュニケーション 渡邉　　修  215（ 3）
●脊髄損傷―最近の話題
疫学 加藤　真介 ・
 江西　哲也・佐藤　　紀  289（ 4）
慢性期脊髄損傷への再生医療応用を
　目指して―併用療法に関する最近
　の知見を中心に
　　 田代　祥一・里宇　明元 ・
　　 岡野　栄之・中村　雅也  295（ 4）
機能的電気刺激 島田　洋一・松永　俊樹 ・
 柴田　暢介・佐々木　研 ・
 加賀　　望・水谷　　嵩  307（ 4）
性機能障害 木元　康介・高橋　良輔  315（ 4）
自動車運転 吉永　勝訓・大塚恵美子 ・
 高浜　功丞・川上　貴弘・北郷　仁彦 ・
 田中　康之・会沢　希美・飯塚　正之  321（ 4）
●透析患者のリハビリテーション―運動制限から運
動療法へ

障害像と腎臓リハビリテーションの
　必要性 上月　正博  401（ 5）
腎不全動物モデルに学ぶ運動療法の
　有効性 河村　孝幸  409（ 5）
透析患者に対する運動療法のエビデ
　ンス 忽那　俊樹・松永　篤彦  417（ 5）
診療ガイドライン 武居　光雄  423（ 5）
運動療法の実際 松嶋　哲哉・松嶋　肖子  433（ 5）
●リハビリテーションに必要な産業医学の知識
リハビリテーションの役割 佐伯　　覚  505（ 6）
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就労障害者の健康管理 伊藤　英明 ・
 立川　美香・佐伯　　覚  511（ 6）
非特異的腰痛 松平　　浩  517（ 6）
産業理学療法の展開 高野賢一郎  527（ 6）
労働衛生行政の動向 泉　　陽子  535（ 6）
●宇宙医学とリハビリテーション
宇宙医学とリハビリテーション医学
　　 山田　　深  601（ 7）
宇宙飛行士の生理的対策 神山　慶人 ・
 金子　祐樹・川島　紫乃 ・
 山田　　深・大島　　博  607（ 7）
宇宙飛行と骨代謝 大島　　博  615（ 7）
筋力低下に対する軌道上ヒト対象研究
　　 志波　直人  621（ 7）
有人宇宙飛行と体力医学研究
　―全身持久性体力の低下を予防する
　運動プログラム 松尾　知明  627（ 7）
ライフサイエンス研究と宇宙医学
　　 寺田　昌弘  633（ 7）
●リハビリテーション工学と福祉用具開発
現状と課題 井上　剛伸  695（ 8）
リハビリテーション訓練機器 和田　　太  703（ 8）
車椅子・電動車椅子―明日から臨床
　利用が可能な機種と開発品 児玉　真一  711（ 8）
コミュニケーション機器 井村　　保  721（ 8）
住宅用支援用具 橋本　美芽  729（ 8）
●地域包括ケアシステムとリハビリテーション
これからの介護予防―リハビリテー
　ション専門職への期待 鶴田　真也  803（ 9）
生活期リハビリテーションの実態と
　課題―訪問リハビリテーション・
　サービスの視点から 宮田　昌司  809（ 9）
地域包括ケアシステムにおけるリハ
　ビリテーション専門職の役割
　―日本理学療法士協会の取り組み
　の視点から 斉藤　秀之  817（ 9）
住民主体の介護予防活動―いきいき
　百歳体操の経験から 堀川　俊一  825（ 9）
医療・介護の地域連携 逢坂　悟郎  831（ 9）
●リハビリテーション医の卒前卒後教育の現状―専
門医制度改革を見据えて

新専門医制度の動向 池田　康夫  905（10）
リハビリテーション科専門医制度の
　動向 芳賀　信彦  911（10）
リハビリテーション医学にかかわる
　卒前教育 緒方　敦子・下堂薗　恵  917（10）

大学病院における卒前・卒後教育
　　 大高　洋平・里宇　明元  923（10）
総合病院における卒後教育・専門医
　育成 片桐　伯真  929（10）
●高次脳機能障害の診断とリハビリテーション
画像診断 海野　聡子  997（11）
記憶障害 岡﨑　哲也  1005（11）
注意障害 豊倉　　穣  1011（11）
遂行機能障害 原　　寛美  1021（11）
社会的行動障害 平岡　　崇・八木　真美 ・
 花山　耕三・椿原　彰夫  1031（11）
●若年脳卒中のリハビリテーション
若年性脳卒中の原因と治療
　 小林慎弥・石川達哉・鈴木明文  1093（12）
機能回復と支援のポイント 太田　正  1101（12）
女性の IADLと育児 稲澤明香・高岡　徹  1111（12）
復学 深澤聡子・上出杏里  1117（12）
就労と社会参加 大塚　文・豊田章宏  1123（12）

 　入門講座　 

● ICF：国際生活機能分類
1．ICFの成り立ち，歴史
　　 宮村　紘平・橋本　圭司  37（ 1）
2．ICFの概要と国際的動向
　　 宮村　紘平・橋本　圭司  127（ 2）
3．ICF‒CY 上出　杏里・橋本　圭司  221（ 3）
4．ICF‒CY今後の展望 上出　杏里 ・
 橋本　圭司  327（ 4）
●最近の臨床神経生理学
1．末梢神経における診断・評価
　　 児玉　三彦  443（ 5）
2．末梢神経における治療への応用
　　 山口　智史  541（ 6）
3．中枢神経における診断・評価
　―脳卒中後運動麻痺の可塑性評価
　　 竹内　直行  639（ 7）
4．中枢神経における治療への応用
　　 角田　　亘・安保　雅博  735（ 8）
●緩和ケアとリハビリテーション
1．緩和ケアにおけるリハビリテー
　ションの役割 余宮きのみ  743（ 8）
2．病院内の緩和ケアにおけるリハ
　ビリテーションの技と工夫 安部　能成  853（ 9）
3．緩和ケアにおける地域移行支援と
　リハビリテーション 野知有郁子  935（10）
4．日本における地域緩和ケアチームと
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　リハビリテーション―リハビリテー
　ション専門職の役割と期待 加藤　恒夫  1037（11）
5．英国における地域緩和ケアチームと
　リハビリテーション 阿部まゆみ  1131（12）

 　実践講座　 

●経頭蓋直流電気刺激の臨床
1．経頭蓋直流電気刺激の基礎と実際
　　 田中　悟志  43（ 1）
2．安全基準 松本　英之・宇川　義一  135（ 2）
3．脳卒中後片麻痺上肢への応用
　　 白山　義洋・佐伯　　覚  227（ 3）
4．失語症 吉田　数典・白山　義洋 ・
 白石純一郎・佐伯　　覚  333（ 4）
5．嚥下障害 重松　　孝・藤島　一郎  453（ 5）
●論文に多用される多変量解析法
1．総論 奥田千恵子  547（ 6）
2．関連を探る 奥田千恵子  647（ 7）
3．群間で比較する 奥田千恵子  751（ 8）
4．特殊な臨床データの扱い 奥田千恵子  861（ 9）
●障害者雇用の実際
1．制度と現状 小川　　浩  867（ 9）
2．リハビリテーションセンターの
　立場から 横井　　剛  943（10）
3．産業医の立場から―障害者雇用に
　おける配慮のあり方 三宅　　琢  1043（11）
4．企業の立場から―（株）ワールドビジネスサポート
　における障がい者雇用の目的と配慮について
　　 原　健太郎  1139（12）

 　集中講座　 

●臨床研究倫理ことはじめ
13．実践編（その 1） 神山　圭介  71（ 1）
14．実践編（その 2） 神山　圭介  159（ 2）
15．実践編（その 3） 神山　圭介  259（ 3）
16．実践編（その 4） 神山　圭介  363（ 4）
17．実践編（その 5） 神山　圭介  477（ 5）
18．実践編（その 6） 神山　圭介  573（ 6）
19．実践編（その 7） 神山　圭介  673（ 7）
20．実践編（その 8） 神山　圭介  777（ 8）
21．実践編（その 9） 神山　圭介  879（ 9）
22．実践編（その 10） 神山　圭介  961（10）
23．申請編―研究計画書（1） 神山　圭介  1060（11）
24．申請編―研究計画書（2） 神山　圭介  1157（12）

 　連載　 

●障害者の競技スポーツ振興への道―東京パラリン
ピックを目指して

わが国の現状と国際比較 藤田　紀昭  75（ 1）
私の障害者スポーツライフ―初心者
　から国際試合まで 野口　美一  163（ 2）
身近にできるスポーツ支援
　―地域での障がい者スポーツへの
　かかわり 石川　秀俊  262（ 3）
東京パラリンピックへのカウント
　ダウン 中森　邦男  367（ 4）
●身体障害者診断書 Q＆ A
人工関節に係る取扱いの見直し
　　 伊藤　利之  480（ 5）
心臓ペースメーカの取扱い変更
　　 和泉　　徹  576（ 6）
脳卒中片麻痺の診断書 樫本　　修  676（ 7）
パーキンソン病の診断書 高岡　　徹  780（ 8）
関節リウマチの身体障害者診断
　　 正岡　　悟  883（ 9）
外傷性脊髄損傷による不全麻痺の
　診断書 池田　篤志・古澤　一成  965（10）
脳損傷による遷延性意識障害合併例
　　 高岡　　徹  1064（11）
認知症合併例の診断書 小林　宏高  1160（12）
●リハビリテーション関連学会の紹介
日本整形外科学会 酒井　康生  886（ 9）
日本脳神経外科学会 青木　重陽  887（ 9）
日本神経学会 高木　　聡  970（10）
日本小児整形外科学会 江口　佳孝  971（10）
日本小児神経学会
　　 山内　裕子・橋本　圭司  1066（11）
日本臨床神経生理学会 児玉　三彦  1067（11）
日本障害者スポーツ学会 河﨑　　敬  1162（12）
日本運動療法学会 大高　洋平  1163（12）

 　研究と報告　 

低栄養患者における運動機能と栄養
　状態の変化について―NST群と
　control群の比較 脇野　昌司 ・
 藤田　修平・田端　洋貴・西川　智子 ・
 武田　芳夫・藤本　美香・辻本　晴俊  51（ 1）
高齢者における食後低血圧と転倒との
　関連 森下　将多 ・
 山﨑　香織・島岡　秀奉 ・
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 岡崎りさ子・藤本　弘昭  59（ 1）
独歩可能者における年代別股関節周
　囲筋筋力の変化率 星野　姿子 ・
 田中　彩乃・西山　昌秀・八木麻衣子 ・
 岩﨑さやか・立石　圭祐・渡辺　　敏 ・
 清水　弘之  139（ 2）
4‒Item Memory Questionnaire（4MQ）：
　アルツハイマー病患者家族への
　問診を半構造化した日常記憶障害の
　簡易評価尺度の作成 川瀬　量子 ・
 加藤　　梓・佐藤　卓也・今村　　徹  147（ 2）
脳卒中片麻痺患者のトイレ動作に
　関連する動作の難易度 坂田　祥子 ・
 大高　洋平・佐藤　雅哉・坂上　幸子 ・
 近藤　国嗣  233（ 3）
下腿傾斜センサー制御による機能的
　電気刺激の使用が脳卒中片麻痺患
　者の歩行能力に与える即時的影響
　　 杉田　　翔・藤本　修平 ・
 小向佳奈子・松村　知幸・補永　　薫 ・
 近藤　国嗣・大高　洋平  243（ 3）
半側空間無視症状の客観的把握のた
　めの評価ツールの開発 河島　則天 ・
 鴨志田敦史・中川　雅樹 ・
 野月夕香理・山本　正浩  251（ 3）
地域在住高齢者に対するリハビリテー
　ションに関する達成動機尺度の構
　造的妥当性の検討 佐野　伸之 ・
 京極　　真  341（ 4）
急性期脳卒中患者における Stroke Unit 
　Indexと Functional Independence Measure
　（FIM）―多施設データベース研究
　　 永谷　元基・林　　尊弘 ・
 松本　大輔・近藤　克則  349（ 4）
心臓外科手術後リハビリテーション
　遅延の特徴―多施設による検討
　　 森沢　知之・湯口　　聡 ・
 大浦　啓輔・上坂　建太・加藤　倫卓 ・
 齊藤　正和・櫻田　弘治・澁川　武志 ・
 田原　将之・花房　祐輔・高橋　哲也  459（ 5）
半側空間無視における症状と改善の
　特徴 宮﨑　泰広・種村　　純 ・
 森本　　正  465（ 5）
大腿骨近位部骨折患者に対する術後
　早期の whey protein摂取が筋力と
　日常生活動作に与える影響

　　 新津　雅也・一之瀬大資 ・
 廣岡　　卓・満冨　一彦・森本　祥隆 ・
 猿川潤一郎・錦野　匠一・山内　克哉 ・
 山﨑　　薫  555（ 6）
高次脳機能障害者の就労と神経心理
　学的検査成績との関係 赤嶺　洋司 ・
 平安　良次・上田　幸彦  653（ 7）
回復期脳卒中患者に対する 3時間
　modified constraint-induced movement 
　therapy（mCI療法）の効果検証
　　 松岡　耕史・福田　倫也 ・
 三沢　幸史・鈴木　　誠  757（ 8）
地域在住高齢者の達成動機が社会
　参加や健康関連 QOLに及ぼす影響
　　 佐野　伸之・京極　　真 ・
 寺岡　　睦  765（ 8）
肝機能障害モデルラットにおける予
　防的運動が肝機能と筋機能に与え
　る影響 諸橋　直紀・山﨑　聖也 ・
 中塚　　翔・木村　悠人・片岡　雄希 ・
 見田　忠幸・西井　康恵・今北　英高  949（10）
幼児のための協調運動評価尺度の開発
　―信頼性・妥当性の検討 松田　雅弘 ・
 新田　　收・古谷　槙子・池田　由美  955（10）
力学的エネルギー交換率の歩行効率
　指標としての妥当性―脳卒中片麻痺
　患者および健常者における検討
　　 井上　靖悟・山口　智史 ・
 小宅　一彰・田辺　茂雄 ・
 近藤　国嗣・大高　洋平  1049（11）
脳卒中片麻痺患者の洗体動作に関連した
　細動作の難易度
　　 北村　　新・大高　洋平 ・
 坂田　祥子・熊谷　将志 ・
 近藤　国嗣  1147（12）

 　短　報　 

片麻痺患者における歩行自立度と下肢
　荷重率の関係 糸谷　圭介 ・
 永井　厚志・糸谷　素子・加藤　順一 ・
 安藤　啓司  359（ 4）
急性期脳梗塞片麻痺患者に対する
　促通反復療法が上肢機能に及ぼす
　影響 射塲　靖弘・古和　久典 ・
 曽田　武史・松本　浩実・松下　久美 ・
 中下　聡子・尾﨑　まり・萩野　　浩  563（ 6）
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回復期リハビリテーション病棟にお
　ける損傷半球の違いによる転倒の
　特徴 渡部　喬之・迫　力太郎 ・
 鈴木　久義・真野　英寿・水間　正澄  1055（11）

 　症例報告　 

ボツリヌス療法により歩容改善がみ
　られた軽度痙直型両麻痺児の 1例
　　 内尾　　優・長谷川三希子 ・
 安達みちる・川田　友子・猪飼　哲夫 ・
 舟塚　　真・中務　秀嗣  153（ 2）
全身振動刺激トレーニングが有効で
　あった脊髄腫瘍術後脊髄性運動失
　調の 1例 三瓶　良祐・小林　龍生 ・
 田中　良弘・椎名　義明  567（ 6）
頸髄髄内腫瘍摘出術後の重度不全上
　肢麻痺に課題指向型訓練と随意筋
　電制御電気刺激の併用を試みた 1例
　　 岩崎　　聖・藤本　修平 ・
 補永　　薫・近藤　国嗣・大高　洋平  661（ 7）
新聞記者として職業復帰したウェル
　ニッケ失語患者の経過報告
　　 渡部　宏幸・古木ひとみ ・
 原　　寛美  667（ 7）
A型ボツリヌス毒素製剤投与後に上
　肢集中訓練を実施した視神経脊髄
　炎の 1例 打田　　明・竹林　　崇 ・
 花田　恵介・児玉　典彦・道免　和久  773（ 8）
慢性期片麻痺患者に対する認知運動
　課題により移乗・歩行能力の改善
　がみられた 1症例 佐々木克尚 ・
 沖田　　学・吉岡美佐子  873（ 9）

 　紹　介　 

肘関節屈曲の作用を活かした独自の
　方法により自動車移乗を獲得した
　頸髄損傷者の 1例 安岡　良訓 ・
 坪井　宏幸  65（ 1）
iPadを活用した ICFコアセットによる
　参加と活動の評価の試み 大西　康史  473（ 5）

 　ひ　と　 

第 52回日本リハビリテーション医学
　会学術集会会長になられた慶應義塾
　大学医学部リハビリテーション科
　教授　里宇明元氏 上月　正博  5（ 1）

 　Sweet Spot　 

●文学に見るリハビリテーション
高橋竹山の『自伝津軽三味線ひとり旅』
　―盲目の三味線奏者 高橋　正雄  78（ 1）
大江健三郎の『走れ，走りつづけよ』
　―精神障害の祖父 高橋　正雄  166（ 2）
川端康成の『狂った一頁』
　―精神障害の妻 高橋　正雄  264（ 3）
武田泰淳の『幻聴』
　―働く精神障害者 高橋　正雄  370（ 4）
奥村土牛の『牛のあゆみ』
　―幼児期病弱だった長寿者 高橋　正雄  482（ 5）
『竹取物語』のかぐや姫
　―うつ病的な側面 高橋　正雄  580（ 6）
『古事記』の速須佐之男命
　―躁うつ病的な精神変調 高橋　正雄  678（ 7）
大江健三郎の『作家自身にとって文
　学とはなにか？』―創作の発症予
　防作用 高橋　正雄  782（ 8）
上田秋成の『雨月物語』
　―和歌による癒し 高橋　正雄  888（ 9）
『今昔物語』の染殿の后
　―躁病的な特徴 高橋　正雄  972（10）
上林暁の『歩行練習』―当事者主体の
　リハビリテーション 高橋　正雄  1068（11）
アリオストの『狂えるオルランド』
　―精神障害者の回復可能性 高橋　正雄  1164（12）
●映画に見るリハビリテーション
「タリウム少女の毒殺日記」―理解し
　にくい事件を虚構と現実の融合に
　よって解き明かす試み 二通　　諭  79（ 1）
「ステッピング・アウト」―時代や
　領域を超える対人援助プロフェッ
　ショナル論としての普遍性 二通　　諭  167（ 2）
「情愛中毒」―戦争トラウマの病者が
　選択した禁断の方略 二通　　諭  265（ 3）
「サウンド・オブ・ミュージック」
　―ADHD的性質の長所と可能性を
　歌い上げる 二通　　諭  371（ 4）
「現代任俠史」―障害者問題解決の道
　程に力を与える侠気と粋の文化の
　復権 二通　　諭  483（ 5）
「さいはてにて　やさしい香りと待ち
　ながら」―人を助ける侠気はしみ
　じみとした記憶として残る 二通　　諭  581（ 6）
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「くちびるに歌を」―自閉症者の遅延
　反響言語に意味を与える着眼に心
　打たれる 二通　　諭  679（ 7）
「LUCY/ルーシー」―人類は進化する
　ほど人間性を衰弱させるというパ
　ラドックスに見舞われる 二通　　諭  783（ 8）
「あの日の声を探して」―戦争の実相
　を失声症の少年と殺人兵器化する
　普通の若者をとおして描く 二通　　諭  889（ 9）
「海街 diary」―人間観の変化が自分
　を捨てた親を許すことに接続
　　 二通　　諭  973（10）
「映画ビリギャル」―「学校不適応」
　として括られる子供たちへの教育
　的アプローチのあるべき姿 二通　　諭  1069（11）
「美術館を手玉にとった男」
　―残念な状況に埋もれている発達障害者に
　光を当てる 二通　　論  1165（12）

 　学会印象記　 

第 1回日本ボツリヌス治療学会・
　学術大会 呂　　隆徳  267（ 3）
第 9回日本リハビリテーション医学
　会専門医会学術集会 笠井　史人  373（ 4）
第 44回日本臨床神経生理学会学術
　大会 小川　真司  377（ 4）
第 30回日本義肢装具学会学術大会
　　 水落　和也  485（ 5）
第 37回総合リハビリテーション研究
　大会 木村　伸也  488（ 5）
日本リハビリテーション連携科学学会
　第 16回大会 黒澤　和生  976（10）
第 52回日本リハビリテーション医学会
　　 久保　俊一  979（10）

 　学会報告　 

第 76回神奈川リハビリテーション
　研究会―2014年 3月 1日（土），
　於：横浜市総合リハビリテーション
　センター 1階多目的ホール 佐々木葉子  271（ 3）
第 39回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2014年 12月 14日（日），
　於：川崎医療福祉大学 花山　耕三  381（ 4）
第 77回神奈川リハビリテーション
　研究会―2014年 10月 4日（土），
　於：横浜市立大学福浦キャンパス

　ヘボンホール 水落　和也  583（ 6）
第 78回神奈川リハビリテーション
　研究会―2015年 2月 21日（土），
　於：横浜リハビリテーション専門
　学校 8階講堂 中川　翔次  785（ 8）
第 40回中国四国リハビリテーション
　医学研究会―2015年 6月 28日（日），
　於：高知大学医学部（岡豊キャンパス）
　　 永野　靖典  1071（11）

 　座談会　 

リハビリテーション専門職種の動向
　　 半田　一登・中村　春基 ・
 深浦　順一・伊藤　利之・藤谷　順子  839（ 9）

 　書　評　 

マリー・ダナヒー，マギー・ニコル，
　ケイト・デヴィッドソン 編/菊池
　安希子　監訳/網本　和，大嶋伸雄　
　訳者代表「臨床が変わる！（PT・
　OTのための認知行動療法入門）」
　　 田島　明子  30（ 1）
蜂須賀研二　編/大丸　幸，大峯三郎，
　佐伯　覚，橋元　隆，松嶋康之　
　編集協力「服部リハビリテーション
　技術全書 第 3版」 吉尾　雅春  49（ 1）
工藤慎太郎 編著「運動療法の「なぜ？」
　がわかる超音波解剖［Web動画付］」
　　 福井　　勉  57（ 1）
後藤潤/後藤昇著「脳血管障害の解剖
　学的診断」 岡島　康友  169（ 2）
藤井克徳 著「私たち抜きに私たち
　のことを決めないで―障害者権利
　条約の軌跡と本質」 高岡　　徹  553（ 6）
明神もと子 著「どんなに障害が重く
　とも―1960年代・島田療育園の挑
　戦」 橋本　圭司  571（ 6）
二通諭・藤本文朗 編「障害児の教育
　権保障と教育実践の課題―養護学
　校義務制実施に向けた取り組みに
　学びながら」 戸田　竜也  709（ 8）
内山　靖 総編集，網本　和，臼田　滋，
　高橋哲也，淵岡　聡，間瀬教史 編
　「今日の理学療法指針」 居村　茂幸  934（10）
新谷　歩 著「今日から使える医療統計」
　　 村岡　香織  960（10）
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荒木信夫，高木　誠，厚東篤生 著
　「脳卒中ビジュアルテキスト（第 4版）」
　　 片山　泰朗  975（10）

 　ニュース　 

大学でも合理的配慮，差別解消法施
　行へ実践交流―障害学生の支援協
　議会が発足   11（ 1）
全ろう認定に脳波検査―不正防止へ
　対応策（厚生労働省）   36（ 1）
認知症当事者，初の団体発足
　―基本法など政権提案へ   64（ 1）
「ノーマライゼーション・障害者の
　福祉」11月号特集目次   68（ 1）
第 22回総合リハビリテーション賞
　贈呈式開催される   69（ 1）
障害者雇用率 1.82％―過去最高，
　43万人が就労   126（ 2）
虐待された障害者 2,659人―施設内が
　増加傾向（2013年度）   134（ 2）
音声ガイドの映写施設，都内に常設
　オープン   134（ 2）
JDF 10周年，障害者参画で条約実施
　―13団体，これからも力を結集   145（ 2）
障害者手帳，不正防止に脳波検査
　―「いきなり全ろう」の場合（厚
　生労働省）   152（ 2）
「ノーマライゼーション障害者の福祉」
　12月号・特集目次   152（ 2）
障害者雇用 63万人に―非正規，短時
　間労働は増加（厚生労働省）   205（ 3）
「ノーマライゼーション・障害者の福祉」
　1月号特集目次   220（ 3）
福祉施設 14％耐震化されず
　（厚生労働省）   240（ 3）
支給要件見直し―茅野市心身障害福
　祉年金   241（ 3）
障害基礎年金，支給の目安に差
　―都道府県の実態調査（厚生労働省）   241（ 3）
警視庁が 110番アプリ―聴覚・言語
　障害者向け   249（ 3）
「帰る場なし」3割減―犯罪対策で目
　標値（政府）   263（ 3）
手話言語条例を可欠―鳥取県に次い
　で 2例目（神奈川県）   269（ 3）
「ノーマライゼーション障害者の福祉」

　2月号・特集目次   293（ 4）
自校外の子を指導 36％―特別支援学
　校の機能調査（文部科学省）   306（ 4）
障害者ら裁判を報告，点字で訴訟し
　た例も―弁護士ネット出版記念シ
　ンポジウム   314（ 4）
2020年東京パラリンピック，実施 22
　競技が決定   339（ 4）
触法障害者を支援，学会設立―司法，
　福祉など連携   347（ 4）
障害児専門の保育所―療育経験者ら
　が対応（東京・杉並で全国初）   358（ 4）
パラリンピック，超党派議連が 2020年
　向けワーキングチーム   358（ 4）
転倒災害なくそう―福祉施設などへ
　の指導強化（厚生労働省）   375（ 4）
65歳以上障害者の介護保険，「併給
　可と周知」19％―厚生労働省調査   408（ 5）
障害者への差別解消―法施行向け基
　本方針決定（政府）   416（ 5）
介助犬シンシアの銅像，JR宝塚駅に
　―身体障害者補助犬法制定の立役
　者，相次いで功労される   432（ 5）
指定難病に 196疾病追加―7月から
　医療費助成へ   432（ 5）
東北 3県の福祉施設の被害状況
　―東日本大震災   451（ 5）
「ノーマライゼーション　障害者の福
　祉」3月号・特集目次   484（ 5）
障害児家庭に訪問保育―都内の 2区
　で 4月から開始   509（ 6）
「ノーマライゼーション 障害者の福祉」
　4月号特集目次   526（ 6）
介護福祉士合格率 61％―EPA外国人
　は初の 40％台   540（ 6）
6割以上が看護職不足―被災地の介護
　施設など調査（日本看護協会）   552（ 6）
障害持つ学生最多―大学や高専，昨
　年 1.4万人   578（ 6）
5資格の合格発表―理学療法士は
　9,952人誕生   578（ 6）
パラリンピック教育を全国展開―文
　部科学省   578（ 6）
「ノーマライゼーション障害者の福祉」
　5月号・特集目次   613（ 7）
障害児・者家族の負担軽減策を紹介
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　―冊子発行（福岡県）   626（ 7）
障害者学びやすい大学へ―日本学生
　支援機構，対応事例を公開   638（ 7）
災害弱者の名簿，マンション組合に
　提供を―総務省   645（ 7）
障害者雇用 8.6％増―5年連続で過去
　最高（2014年度）   665（ 7）
精神障害者，平均月収 6万円―連合
　会，運賃割引求める   671（ 7）
重度障害者外泊介助に公費―今年度
　から 350人対象（札幌市）   680（ 7）
聴覚障害者が当選―議会で手話通訳
　も検討（統一地方選挙）   680（ 7）
警察の取り調べ，知的障害者の 99％
　で可視化   701（ 8）
改正道路交通法が成立―免許，認知
　症の検査強化へ   701（ 8）
特別支援学校，教員免許まだ 7割
　―障害の専門性が課題に   702（ 8）
盲導犬の育成，2014年度は 141頭
　―日本盲人社会福祉施設協議会   702（ 8）
福祉機器，助成申請しやすく
　―100人超の事業所も対象に   727（ 8）
障害者支援法，332疾病に拡大
　―7月から   734（ 8）
公共交通再構築を，高齢者の生活に
　影響大―初の交通政策白書   734（ 8）
障害児・者の在宅介護負担軽く
　―短期入所の相談先まとめる
　（福岡県作製）   734（ 8）
「ノーマライゼーション 障害者の福祉」
　6月号・特集目次   741（ 8）
視覚障害者へ Q＆ A集―制度情報など
　届ける   784（ 8）
障害者白書 2015年版決定   787（ 8）
差別解消法，障害者団体に意見聴取
　―省庁が対応要領案   816（ 9）
重度障害者の医療助成，「精神」への
　拡大進む―24道県実施，鹿児島県は除外  824（ 9）
肢体不自由学校教員，「医療的ケア」
　研修へ―北九州市教育委員会   837（ 9）
認知症の不明者，2年連続で 1万人超
　―警察庁，98％は所在確認   838（ 9）
「ノーマライゼーション 障害者の福祉」
　7月号・特集目次   851（ 9）
精神障害者の雇用配慮を―中原さとみ

　（リカバリーキャラバン隊事務局長・
　精神保健福祉士）   859（ 9）
福祉用具の専門性向上へ―プラネット
　第 1回研究大会   872（ 9）
2015年度からの障害福祉計画，地域
　移行の目標値を初公表―県別一覧，
　注釈付きで（厚生労働省）   878（ 9）
精神障害の労災 497件―2014年度は
　過去最多（厚生労働省）   890（ 9）
開業医が一時預かり―重症障害児の
　家族支援（さいたま）   909（10）
音声ブックに参入―アマゾン，配信
　を開始   915（10）
通学支援，6割実施―厚生労働省，
　市町村事業を調査（障害者総合支援法）   922（10）
差別解消法，福祉事業者へ指針案
　―厚生労働省，障害の対応例盛る   941（10）
使える ATM 78％―障害者に配慮，
　1,407機関を調査（金融庁）   969（10）
「ノーマライゼーション 障害者の福祉」
　8月号・特集目次   969（10）
障害児ケア専門家配置―文部科学省   1004（11）
「安易に公表しないで」―病名で警視
　庁に要望（てんかん協会）   1004（11）
「ノーマライゼーション 障害者の福祉」
　9月号・特集目次   1004（11）
入院中の通訳支援を―水戸市に要望書
　（障害者支援団体）   1010（11）
雇用する障害者を虐待，18％増の 299
　事業所で―2014年度の発生状況公表
　（厚生労働省）   1010（11）
要支援者名簿の作成 52％―災害対策
　で市町村調査（消防庁）   1010（11）
施設建設へ支援を募る―NPO法人
　フィリアの会（安城市）   1030（11）
水族館お届け―障害者・高齢者施設
　や病院へ   1059（11）
本の喜び誰にでも，重度心身障害者
　向け配本―中央図書館が取り組み
　（岡山）   1077（11）
肢体不自由者に外出情報，NPOが冊子
　―バリアフリー状況紹介   1099（12）
重症の心身障害児放課後預かります
　―県内 NPO初のデイサービス本格運営へ
　（大津）   1110（12）
重度障害者支援ソフト開発，横田さん
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　（島大総合理工学研究科 2年）最優秀賞
　―視線入力装置活用，試作版公開し好評
　（福祉機器コンテスト）   1110（12）
優先調達 151億円に―障害者へ発注，順調増加
　（2014年度）   1128（12）
東京五輪・パラリンピック見据え，
　スポーツ庁発足   1129（12）
重度障害の乳幼児をケア
　―旧小学校に事業所オープン（杉並）   1138（12）
全盲の棋士も対局―福祉囲碁東京大会   1145（12）
障害者が語る戦争体験―日本障害者協議会（JD），
　戦後 70年でシンポ   1145（12）
簡保の封筒に点字を―郵貯機構にあっせん

　（総務省）   1153（12）
「ノーマライゼーション　障害者の福祉」
　10月号・特集目次   1153（12）
公認心理師法が成立
　―所管は文部科学省・厚生労働省に   1170（12）
国連への報告書で原案
　―政府，障害者権利条約で初   1170（12）

 　文献抄録　 

　81（ 1），171（ 2），275（ 3），387（ 4），491（ 5），587（ 6），
682（ 7），789（ 8），891（ 9），983（10），1079（11），1167
（12）
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